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区長の皆さんには、地域と市の元気
づくりにご協力いただきます。
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◀歌仙の発句には「さみだれをあつめて
すゞしもがミ川 芭蕉」と書かれてい
ます。
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自社の縫製技術と材料で作成した布マスクを
寄贈。「色がきれいでかわいい！」と子ども達。

(株)名縫館

帰省できない学生に向けてお米を寄贈。「食べ
て地元とのつながりを思い出してもらいたい。」

若手農業者有志一同

「こんな時だからこそお世話になっている市
に」と、寄附金を寄贈。

(株)製麺星川

海外での事業展開を活かし、独自のルートで
取り寄せた不織布マスクを寄贈。

(株)オプテックス工業

「日中店頭に並んでマスクを購入できない、
働く世代の方にも」と、不織布マスクを寄贈。

大
おお

亀
かめ

頭
あたま

会
かい

消毒液を寄贈。庁舎内や市内各施設に設置し、
手指などの消毒に使用しています。

(株)銀山荘、(福)徳良会

「こども達が安心して生活を送れるように」
と、不織布マスクを寄贈。

尾花沢ライオンズクラブ




